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慶應義塾大学卒業者を中心に
旗揚げされた男だけのコメディ集団。

それが･･･

とくお組です。

とくお組劇団資料

2009.03
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とくお組とは？

プロフィール

慶応義塾大学OBを中心に、 ２００３年に旗揚げ。

主宰・徳尾が描く奇妙な世界観を、6人の男が軽快な動きとテンポよい会話で
立体化する。

最新のWEB技術を活用。WEBテレビやWEBラジオ、Podcastや今流行のTwitter
（一言ブログ）など、ＩＴを駆使し、新しいコンテンツを常に配信しています。

徳尾　浩司　（とくおこうじ）

1979年4月2日生まれ　大阪府出身
慶応義塾大学　理工学部卒
エム・エイチ企画所属
とくお組本公演　全作品　作・演出

２００８.４～９　ＴＢＳ　「御手洗ゼミの理系な日常」　監督・脚本

２００８.８　ＣＸ　「お台場探偵羞恥心ヘキサゴン殺人事件」　脚本

２００６.９　大人計画フェスティバル　「正名僕蔵の大運動会」　作・演出

主宰PROFILE

▲T-1演劇グランプリ出場作品より ▲東京劇団フェス‘08出場作品より

▲WEBテレビ「朝のワイドショー」より ▲WEBテレビ「堀甚八のファイティング一本勝負！」より
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主な活動

主な活動履歴と今後の予定

○2007.12　フジテレビ主催　「お台場SHOW-GEKI城 T★１演劇グランプリ」

　　　　　　　 　審査員特別賞（準グランプリ）受賞　

　　　　　　　 　実販売動員率 第１位/12団体

○2008.09　第12回公演　「エヌ氏の晩餐会」　＠ＴＨＥＡＴＥＲ/ＴＯＰＳ

○2008.11　アミューズ主催 「東京劇団 FES’08」 東京代表に選出

ＷＥＢテレビ

平日毎朝　5：15～30、7：00～8：30

「朝のワイドショー！」　3.11　放送第100回

毎朝、メンバー7人のそれぞれの自宅から、リレー方式で生放送を配信。

WEBテレビシステムを駆使した、早朝5時からバラエティ豊かな朝のゴールデンタイム！

3月11日についに、放送100回目を迎えました。

毎週木曜　23：00～24：00

「堀甚八のファイティング一本勝負！」　

世界的大俳優・堀甚八が、一週間のニュースを独自の視点でぶった斬る！

毎週気になるニュースを分かりやすい解説付きで、おもしろおかしく議論する人気情報番組です。

※他、WEBラジオ　「徳尾スズキのミッドナイトサファリ」　「私立ストロベリー高校放送部」など

毎週、大量のコンテンツを配信中！

○2009.04　完全アドリブ公演「クッキング！Vol.01」　

○2009.06　第14回公演　「リアル・ラスベガス」　＠赤坂レッドシアター



4Copyright （ｃ）2009 とくお組 ALL rights reserved.

役者の画像
いれます

演劇をよりポピュラーな

エンターテインメントにする可能性を感じた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ――フジテレビ事業部

スマートなコメディ。

キャストにも物語にも品があり、女のコに絶対ウケる作風。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――TOKYO★1週間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TOKYO★1週間 368号より抜粋）

キャストの“涼しさ加減”が魅力的。

劇団全体の軽快なムードにも、大いに好感が持てた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ――高野しのぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現代演劇ウォッチャー／ライター）

とくお組は劇団なのに同じ釜の飯を食ってなさそうな所がいい。

若いのか若くないのかわからない所がいい。
それぞれの個性がぶつかっても誰一人傷つかない所がいい。

早く潰しておかなければ…笑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――甲本　雅裕　（俳優）

とくおさんはドＳだと思います。

キャラクターをどっか変な場所に放り込んだあとそいつら放置

しちゃって、放置された男達の行動を見ながらブランデー片手に

怪しくムヒヒと笑いながら一人楽しんでいるんですきっと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――文原　聡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アニメクリエーター/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The World of GOLDEN EGGS」ディレクター）

東京っ子らしいスタイリッシュなコメディ。男性のみの集団で、

スター性と将来性をともに感じました。伸びしろを感じます。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――東京劇団フェス’08　審査員

劇評・推薦コメント


